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土星から見た地球 



NAOJ 

宇宙科学・宇宙探査の究極の目的は？	
  

わたしたちはどこから来て、	
  

わたしたちは何者であり、	
  

未来はどうなるのか？	
  

という問いに答えること	
  



できたばかりの宇宙は、水素とヘリウムくらいしかない、のっぺりとした世界 

わたしたちはどこから来たのか？ 



銀河ができ、星ができる 



星の中で様々な元素（原子）が作られ 

星の死とともに宇宙にばらまかれ 

その中から地球のような 
惑星が生まれる 

宇宙の中に様々な物質ができ 



生命が生まれ 

複雑な細胞に進化し 

知的に進化し 
↓イマココ！ 

さらに複雑な多細胞生物が誕生し 



宇宙の歴史は、複雑さと多様性を増してきた歴史。 

人類はこの先、地球を出て宇宙で生きるようになるか？ 



大航海時代に新しい土地へ引っ越ししてゆくのは	
  
どんな人たち？ 

メイフラワー号 
コロンブスが発見したアメリカ
大陸には、当時のヨーロッパで
迫害されていた新興宗教の団体
が引っ越していった。 

JAXAやNASAが切り拓いた宇宙への航
路を使って、宇宙を開拓して行くのは、
国家とは独立した、比較的少数の、強
い意志を持った人々になるかも。	
  

そしてこの人たちは、今の地球の社会
に反発している人々かもしれない。	
  



一つになることと、いろいろであること 

地球スケールのさまざまな問題を
解決するには、みんなが一つに
なって協力することが大切	
   気候変動や社会の変化など、様々

な変化に対応して生き延びてゆく
には、生命も人間の文化もいろい
ろであること＝多様性が大切	
  



人間の文化には、自然にできてきたもの
と、人間が努力して意識的に作り出した
ものがある。宇宙開発は意識的に人間が
作りだした例。 

人間が意識的に作りだす文化は、大きな
可能性をはらんでいるとともに、一面大
変恐ろしいところがある。 

宇宙へ行くことは、新しい文化を作りだすだろうか？ 



『自分の一生について考えると、自然を大切にして欲しいと思う。けれど
も人類の一生を考えたら、サイボーグでもなんでもいいから、もっと発展
してほしいという気持になるね』（今西錦司） 

宇宙で花開く人類の新しい姿は、今のわたしたちにとって、	
  
グロテスクで、恐ろしいものかもしれません。	
  

それでも宇宙へ行きますか？ 


